
第４８回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 
 

日 時：令和元年７月３１日（水） １５：００～１７：００ 

場 所：大阪大学 中之島センター 

出 席 者：鎌田会長，山下様，渡邉様，葛目幹事，森幹事，永山幹事，服部会員，藤原会員， 

藤垣会員，寺澤会員，清水会員，吉田会員（１２名：順不同） 

 

配布資料：48-0   第４８回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          48-1   第４７回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

48-2 衝撃弾性波法内部欠陥探査技術の高度化の取り組み（山下様） 

48-3 二電極法によるコンクリート電気抵抗等の計測（渡邉様） 

48-4 長野自動車道・岡谷高架橋の調査業務（葛目幹事） 

 

議 事： 

１．会長挨拶 

開催の挨拶が鎌田会長よりあった。 

 

２．第４７回議事録（案）の確認 

  前回議事録の説明があり，内容確認が行われ承諾された。 

 

３．話題提供 

（１）山下様より「衝撃弾性波法内部欠陥探査技術の高度化の取り組み」と題して話題提供があった。

従来の衝撃弾性波法では多角形断面のフランジなどに対しては，厚さ方向に多重反射しないた

め周波数解析による評価は困難であることから，内部欠陥からの反射波の到達を検出する技術

の確立を目指している。入力する弾性波を制御するために，プランジャーを用いたトーンバー

スト信号の入力について検討を行ったところ，プランジャーの長さによって入力周波数をコン

トロールできることを確認し，また，プランジャーの押付力による入力周波数の変化は見られ

なかった。内部欠陥の検出方法としては，ある一定の時間差で同様の波形を入力した際に反射

波が混入することによる位相の変化に着目しており，複数点で波形を測定することで位相の相

対的な変化を捉えられる可能性がある，との説明があった。 

（２）渡邊様より「二電極法に基づくモルタル中の鉄筋腐食の非破壊評価に関する研究」と題して話

題提供があった。従来の方法では，かぶりコンクリートを一部はつる必要があるが，本手法で

は電極を対象物の表面に設置し測定を行うので非破壊での測定が可能である。鉄筋に対する電

極設置方向が電流密度分布に与える影響を解析した結果，鉄筋に対して平行に設置した場合に，

鉄筋に多くの電流が流れる結果となった。FEM 解析結果から，分極抵抗が大きいと低周波測

定と高周波測定における電気抵抗の差 R(fL)-R(fH)が大きくなること，モルタルの電気抵抗率の影

響は大きいが基準化するとモルタルの電気抵抗率によらずほぼ同一の曲線上を通ることが確

認された。以上の検討から分極抵抗の推定方法が提案され，推定結果と供試体にて市販の腐食

診断器による分極抵抗測定結果を比較したところ，同様の傾向を示したとの説明があった。 

（３）葛目幹事より「長野自動車道・岡谷高架橋の調査業務」と題して話題提供があった。岡谷高架



橋は，1986 年に土木学会田中賞を受賞した有名な道路橋であるが，1991 年には横締めの PC

鋼棒が破断し，コンクリート片が剥落する事故が起こった（第三者被害は無い）。不具合の要

因として，凍結防止剤に起因する塩害や，グラウトの充填不良が疑われる。今後，100 年間の

供用を目的とした大規模修繕が計画されており，現場調査を来年 8月まで行う予定である。次

回の ONDA にて，調査結果の一部を紹介するとの説明があった。 

 

４．今後の予定 

  第４９回交流会：２０１９年１０月２日 １５：００～１７：００ 

  場所：非破壊検査（株） 

  第５０回交流会：２０１９年１２月２５日 １５：００～１７：００ 

  場所：未定 

以上 

 

（記録：寺澤会員，藤垣会員，吉田会員） 


